
 

2025 年 9 月 1 日 

報道機関各位                                  学校法人 塚本学院 

大阪芸術大学（学校法人塚本学院／所在地：大阪府南河内郡／学長：塚本邦彦）は、産学協同プロジェクト内で誕生した映画

『メイソウ家族』の舞台挨拶付き上映イベントを、2025 年 8 月 29 日の公開開始に先立ち大阪・テアトル梅田にて実施しまし

た。イベントには出演者の戸田菜穂さん、永野宗典さん、三浦理奈さんと共に、大阪芸術大学舞台芸術学科ミュージカルコース

4 年生の秋庭悠佑さん、同作の監督をつとめた映像学科の熊切和嘉先生と金田敬先生が登壇しました。また、舞台挨拶の司会

は、同作に出演する FM802 の DJ で放送学科出身・板東さえかさんが担当し、登壇者とともに映画の見どころや撮影エピソー

ドについて語りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『メイソウ家族』は、本学の映像学科の学生たちが映像業界のプロとタッグを組んで、ドラマや映画を作る「産学協同プロ

ジェクト」として制作されました。ごく平凡な家庭が静かに奇妙に壊れていく様子を描いた「YUI」、未知の生物との出会いに

よって運命が狂っていくカップルを映し出す「MONOS」、心に傷を抱えた少女と彼女の個別授業を受け持つ教師の交流を綴る

「UMI」の三篇で構成されています。 

 

■制作陣による制作経緯 

塚本副学長はまず、同作について「学生たちがたくさん出ていて、また先生たちから学びながら撮影を行っています。商業

ベースで全国上映され、どういう風に広報し、どれだけのお金が戻ってくるのかなどを実践している作品です」と説明しまし

た。 

 

それぞれの脚本の基になったのは、本学に所蔵されている過去の学生たちのシナリオ。それらを熊切先生、金田先生が学生

たちと共に練り上げ、脚本として完成させました。「YUI」「UMI」を監督した熊切先生は「「YUI」のシナリオは完成度が高

く、金田さんと取り合いになったほど。でも（映画として）やるにはまとまりすぎていた気もしたので、逆に破綻させること

 

大阪芸術大学 産学協同プロジェクト映画『メイソウ家族』 

公開直前上映イベントに監督＆出演者が登場 

■2025 年 8 月 29 日（金）より大阪・テアトル梅田ほか全国の映画館で上映され、現在絶賛上映中 



を意識しました。「UMI」のシナリオは決して完成度は高くなかったのですが、直していったら映画的な作品になっていくと

思いました」、「MONOS」監督の金田先生は「「MONOS」は一風変わった話。私が、自分では絶対に企画しないネタですが、

こういうチャンスをいただいたので「やってみよう」と選ばせてもらいました」と制作経緯を振り返りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■出演陣の作品に対する第一印象と大阪芸大生に対する印象 

そのようにして出来上がった脚本を読んだ感想について、「YUI」に出演する戸田さんは「不思議な台本で、不思議な人も出

てくるので、どういう映画になるのかなって思いました。とてもエキセントリックで、ハイになるようなシーンがありま

す」、同じく「YUI」出演の永野さんは「歯車が噛み合わなくなってきた 4 人の家族の様子がすごく丁寧に描かれています。

素直におもしろいなって思いました」と魅力的な内容だったと話します。三篇すべてに出演している三浦さんは、「（三篇いず

れも）不思議なストーリーだなって。撮影していきながら『こういう物語なんだ』と分かっていきました。「MONOS」はもの

すごくパンチが効いていて、（演じていて）わくわくしました」と振り返ると、「MONOS」で三浦さんの恋人を演じた秋庭さ

んは「芸大らしい脚本だなって思いました。僕が演じた恵一はコミカルで、僕と似ていないところがほとんどありません。大

好きな役です」と語りました。 

 

また、スタッフの大阪芸大生たちと撮影現場を共にしたことに関しては、戸田さんは「みなさんすごく真剣でした。私がエ

キセントリックな芝居をしているときの、学生さんたちの視線が新鮮でした」、永野さんは「普段参加している撮影現場と、

快適さは変わらなかったのでびっくりしました。学生さんたちも、未来を見据えたキラキラした瞳をしていました」、三浦さ

んは「みなさん、真剣に取り組んでくださって、自分も頑張ろうと喝が入って刺激的でした」と印象を口にしました。 

 

 

 

 

 

 

左から MC の板東さえかさん、塚本英邦副学長、熊切

和嘉先生、永野宗典さん、戸田菜穂さん、三浦理奈さ
ん、秋庭悠佑さん、金田敬先生 

テアトル梅田のロビーでは、「MONOS」に登場する

未知の生物（右）と出会うことができる 

映像学科卒業生の熊切和嘉先生は「母校で映画を撮
れると思っていなかったので、想いがこもった作品
になりました」と喜んだ 

舞台芸術学科卒業生の金田敬先生は、同学科 4 年生
の秋庭さんについて「本番もリハーサルも全力で（芝
居を）やるんです」と話した 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■本作品に込められた想い 

本学の「産学協同プロジェクト」で完成した映画が全国公開されるのは、今回が初めてとなります。秋庭さんは「天にも昇

る気持ちです。自分の名前が残るように 4 年間を過ごそうと思っていたので、それが実現できてすごく幸せです」と喜びを爆

発させました。そして舞台挨拶の最後に熊切監督が「純粋な気持ちで映画を撮ることができました。どうぞ楽しんでくださ

い」と呼びかけると、金田先生は「大阪芸術大学の舞台芸術学科には『おっ』と思う学生がいっぱいいます。もっと外に向け

て発信したらいいのに、という学生もたくさんいます。今回は秋庭くんをキャスティングしましたが、これが一つのきっかけ

になってほしいです」と学生たちの今後のがんばりに期待を寄せました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■イベント概要 

・名称   ：映画『メイソウ家族』公開直前舞台挨拶付き上映イベント 

・開催日  ：2025 年 8 月 26 日（火） 

・開催場所 ：テアトル梅田 

・出演者  ：戸田菜穂さん、永野宗典さん、三浦理奈さん 

大阪芸術大学舞台芸術学科ミュージカルコース 4 年生 秋庭悠佑さん 

同作の監督をつとめた映像学科の熊切和嘉先生と金田敬先生、 

板東さえかさん 

 

■作品情報 

・作品名称 ：『メイソウ家族』 

・公開情報 ：2025 年 8 月 29 日（金）よりヒューマントラストシネマ渋谷、テアトル梅田ほか全国順次公開 

・公式 HP  ：https://www.osaka-geidai.ac.jp/topics/meisoukazoku 

・公式 X  ：https://x.com/meisou_movie 

・チケット情報 ：『メイソウ家族』前売券販売ページ（カード券・オンライン券） 

          ●メイジャー通販（カード券） 

撮影現場の一つである大阪芸大へ向かう際、「電車で
行っていたので、学生に戻った気分でした」と笑う戸

田菜穂さん 

「MONOS」出演の秋庭悠佑さんは「二人の掛け合い
がすごく自然」と、恋人役の三浦理奈さんとのやりと

りを見どころに挙げた 

永野宗典さんは「三篇の関連性を見つけていくのも
楽しいと思います」と見どころを紹介 

「迷走しても、いろんな形で（想いが）繋がるんだな
って思いました」と作品の感想をコメントする、三浦
理奈さん 



          https://www.major-j.com/cinema_information.php?id=M45957003703 

          ●ムービーウォーカーストア通販（カード券） 

          https://store.moviewalker.jp/item/detail/1649/?ref=official 

          ●ムビチケオンライン（オンライン券） 

          https://ticket.moviewalker.jp/film/089360?from=official 

・劇場情報 ：https://eigakan.org/theaterpage/schedule.php?t=meisoukazoku 

・作品情報 ：出演 

          『YUI』：戸田 菜穂、永野 宗典、三浦 理奈、高村 佳偉人 

         『MONOS』：三浦 理奈、秋庭 悠佑 

           『UMI』：西岡 奏、木村 了 

特別出演 

           久保田 磨希、タージン、島田 珠代、真凛、板東 さえか、谷村 美月 

           監督：YUI・UMI 熊切 和嘉、MONOS 金田 敬 

           脚本：YUI : 三田村 裕真（メイソウ家族）、MONOS : 阪上 彰馬（モノス）、 

           UMI : 幸田 遼太朗（UMI） 

           脚色：YUI : 菊田 涼乃、MONOS : 村岡 楓太、UMI : 長瀬 南海 

           撮影監督：佐々木原 保志、編集：藤田 和延、 

           音楽：池永 正二（あらかじめ決められた恋人たちへ） 

           製作総指揮：塚本 邦彦、製作統括：田中 光敏、 

           エグゼクティブプロデューサー：濱名 一哉 

           協賛：大成建設株式会社 日本電設工業株式会社 

           企画：大阪芸術大学 芸術学部 映像学科、製作・著作：大阪芸術大学、配給：日活 

           ©︎大阪芸術大学 


